
自閉症児を持つ母親への援助ニーズの発達的な変化	
－母親役割と女性特性に焦点を当てた日中比較－	
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①＊自閉症児を持つ母親の援助ニーズ及びその気持ちが自閉症児の発達段階に
沿って、どのように変化するかを明らかにする。

②女性特性に焦点を当て、母親役割につながりながら、自分自身の発達段階の
沿って、どのような課題が存在するのかについて検討する。

③日中比較を通して、自閉症児を持つ母親の援助ニーズの諸特徴及び各自女性
特性は両国における共通性と違いを明らかにする。また、その差異が起きた
原因についても触れる。

④③の結果に基づいて、日中各自な自閉症児を持つ母親の援助ニーズ尺度を
作成し、その信頼性と妥当性を検証する。

日中比較　
　近代アジア女性像というと、日本では「良妻賢母」、中国では「賢妻良母」、韓国では
「賢母良妻」という言い方がある。類似と差異の両面を感じさせる表現である。	
　また、社会分業について、中国には「男は外、女は内」という伝統があり、日本にも「男
は仕事、女は家庭」という言い方がある（江原,	2004）。	
　博士後期課程では、日本と中国における母親役割と女性特性の異同にも着目して援助ニー
ズの比較研究を行うことも、合わせて課題としておきたい。	

目　的	

問題意識	
自閉症児を持つ母親の自
己効力感、社会支持
（SS）及び育児ストレス
の関連（李・方・趙,	2015）	

自閉症児を持つ母親の
育児ストレッサー	
（徐・趙,	2018）	

・育児ストレス：自閉症児母親	>	健常児母親；
・自己効力感＆社会支持：自閉症児母親	<	健常児母親；

・自己効力感が高い母親は育児ストレスの得点が低い；

・社会支持が少ない母親は、育児ストレスの得点が高い。

誤った認知；ネガティブな取り扱い方；	
社会支持の不足；不適切な期待	
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自閉症児の発達段階（Erikson,	1950）	
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では、母親自身の
発達段階に沿って、
どのような課題を
持っているのか？	

研究者	 研究対象	 研究焦点	

黄淑賢	
（2002）	

自閉症児の親	
レジリエンス：
受容、直面、共感など

Tomanilら
（2004）	

自閉症児の親	
正向特质：
　良い性格、適切な認知、内的帰属など	

尾野・茂木
（2011）	

障害児の母親	 　育児レジリエンス	

山根（2014）	 発達障害児の母親	 　Benefit	Finding(BF)	

発達段階	 実際の生活	 自閉症児を持つ母親の援助ニーズ	

乳児期（0～1.5歳）	

	幼児前期（1.5～3歳）	
診断前後	

診断前：子どもは異常があると気づいた不安と混乱（宇津・伊藤,	2019）	

診断後：ショックを受けた同時に、ホッとした。徐々に事実を受け止めるようになった。完

全に受容するまでにいかないが、一生をかけて努力している（宇津・伊藤,	2019）；	

自分と良い愛着関係を形成することができない（坂口・別府,	2007）。	

幼児後期（3～6歳）	 幼稚園	
、問題行動の関係で、自閉症児は園内生活に適応することが難しい（Hastings,	2002）；	

就学前後、母親は肯定・中間・否定の多層的心理が存在する（宇津・伊藤,	2019）	

児童期（6～12歳）	 小学校	
母親は子どもが普通学校に通わせるかどうかを独自に決めるストレスに直面する（渡辺,	

2016）	

青年期（12～18歳）	 中学校・高校	
思春期における子どもの問題行動が強まったことは母親のストレスのもとで、身体の成長に

よるお互いの力に大きな差もある。	

成人前期（18～40歳）	 卒業後	 学校を卒業後、生活の場の問題（宇津・伊藤,	2019）	

成人中期（40～65歳）	

成人	

親が老後・没後の生活の問題（博,	2008）；	

三菱財団助成の調査結果によると、８割の親は、「親亡き後のことを考えると、子供よりも

一日でも長生きしなければと思った」と答えた。	

成人後期（65歳以上）	

中田（1995）は障害児の親の心理過程を理解する際のモデルとして、螺旋形障害受容モデルを指摘した。これは「段階説」と「慢性的

悲哀説」を包括し、肯定と否定の感情が常に存在し受容に至る全過程を適応過程と見る長期モデルである。障害受容の過程は肯定と否

定を両立し存在する螺旋的な過程である。	

先行研究によってまとめた発達段階ごと母親の援助ニーズ	

　　　母親役割と女性特性	
　　　　　　母親役割は、子どもをケアする・養育する・服務		
										する・慰めるような責任に問われる社会役割であると　　　　	
　　　　　定義される（張,	1997）。「母親役割」を果たすのは一	

番女性の価値を表現することであり、「賢妻良母」は社会	
　　に認められている理想的な女性のイメージであると考えられる。	

　現代社会において、男女平等といいながら、女性ばかりに育児責
任を押し付けることが常に存在する。社会福祉制度が改善していく
うちに、個人主義と女性主義が興る背景の下に、女性は家庭から外
へ出て、職場に力を注ぎ、個人趣味の中から達成感や価値観を得る。
しかし、これは女性が家事から解放するわけではなく、女性はずっ
と背負ってきた母親役割を果たさなければならないだけではなく、
以前より多くの役割を引き受けるようになり、家庭生活と職場との
バランスを維持する必要がある（鄭,	2019）。	
　社会に、「女性は母親であり、母親は母親役割を担う責任があ
る」と思われている。このように、生物の本能（生産）が社会の意
識と同じように考えるのは女性を縛り付けてしまうのである。	

方　法	
　本研究は４段階に分け、実施する。	
v第一段階：文献レビュ；
v第二段階：質的研究；
v第三段階：尺度作成；
v第四段階：量的研究。
研究時期:2019年8月上旬〜2022年3月31日。	
其の内、中国におけるインタビューの実施時間：	
2019年12月25日〜2020年3月16日	

研究対象	
中国：上海市の自閉症療育施設を通して、自閉症児の母親を10名募集。	

既に７名実施した。	

手続き	
倫理審査：2019年8月2日、立命館大学「人を対象とする研究倫理審査委員会」の倫
理審査を受け、承認された（承認番号：衣笠-人-2019-36）。	
　参加者と一対一で半構造化インタビューを行った。参加者の同意を得て、インタ
ビューにおける参加者との言葉のやり取りを記録するため、録音をした。インタビ
ューは以下のようなステップで実施した。	
Step1：一枚のA4用紙に動的家族描画（Kinetic	Family	Drawings,	以下K-F-D：家族	

全員が何らかの行為、もしくは動作をおこなっているところ）を描かせた。	
その後、描画内容について、質問した（15〜20mins）。	

Step2：9つの質問をめぐって半構造化インタビューを行った	(45〜60mins)。	
（現状、育児困難、受けた援助、育児幸せの出来事、母親になった前後変化、	
	育児以外の困難、女性課題、印象深いごと、未来の展望）	

分析方法	
　修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）で、分析を行った。分
析は二つの焦点「母親役割」と「女性特性」に当てながら、検討した。分析テーマ
は「子どもの発達段階に沿った母親の援助ニーズ」と「自分自身の発達段階に沿っ
た女性の課題」である。	

これから	
・予定通りに、中国のインタビューを進める
・日本のインタビュー対象と連絡する
・他の分析方法を検討する

結　果	
M-GTA分析の結果によって、６つのカテゴリーと39個

の概念を抽出した。	

困った際受けた援助					

8診断医者が明らかに結果を告知することに感謝する	

11専門の先生に助けられた	

19他の母親とお互いにぶちまけた	

24夫は育児ストレスを分担し始めてくれた	

27家族や友達からの経済的・心理的な援助	

一生に伴うストレス	

6家族や親戚の不理解による焦慮	

17子どもと考え方がかみ合わない際の困却	

28子どもの一切を決定するストレス	

2自分の不安定は子どもに影響を与える心配	

13誰にも言えない焦慮	

20焦慮が繰り返して生じる	

35子どもとともに縛られた人生	

18生活に子どもしか存在しない空虚	

社会支持が不足	
である現状	

23介入が家庭に巨大な経済的な負担をかけた	

29外からの目線を心配する	

16親を支持する社会資源が欠けている	

26社会制度が不完全である	

育児過程の動力	

15子どもが自分で難関を乗り越えたことからの喜びと希望	

33育児の幸せな時	

32母親になった自分が強くなった気がする	

考　察	 参考文献	
母親役割から母親支援のあり方を検討	

❉自閉症児の母親として、母親になった一瞬、生涯をかけて、二人
の人生が重なる。母親を援助する際、子どもの発達段階に伴いな
がら、ニーズが変わっていく。時期ごとに、母親に相応する支持
を提供する必要がある；

❉自閉症児の母親が悩んでいるのは助けを求めたいが、現段階にサ
ービスを提供してくれるところが少ないし、費用が高い。自閉症
児・者及びその家庭に大きな経済的な負担をかける；

❉子どもの就学問題を解決するのが母親の一番援助ニーズと言える。
早期療育・学前教育そして学校教育が現在解決するべきな課題で
ある；

❉教育に合わせた早期医療診断システムの成立、公立療育の建立、
カウンセリング施設の設置など、社会制度を改善することが求め
られている。

女性特性から母親支援のあり方を検討	

❆本研究の結果から見ると、女性課題は自閉症児の母親に見られな
いどころか、無視されているのである。しかし、現実として、

		女性課題に関する悩みやストレスは絶えずに母親を追いかけて	
		いる。育児だけではなく、このような女性課題に関心を及ぼす	
　のも必要である；	 

❆学術界にも、実際の家庭と社会福祉政策にも、ケアの責任が女性
にあるという当たり前なケア責任女性化の現象は重視されるべ

　きである。ケア責任が合理的に家族全員に配分し、女性にも自	
己価値を実現すると選ぶ機会が必要である；

❆社会に、女性が低い給料・不安定な職場・労働保障が足りない二
等の労働力市場に制限されている。仕事を辞め、家族を世話し

　なければならない突端、いつも女性が仕事を辞めるのは現状で	
　ある。自分は社会との繋がりが切れると心配している自閉症児	
　の母親はこの現状の直接な「被害者」とも言えるだろう。	

本報告はこの段階にあたる	

カテゴリー（６個） 概念（39個）	

女性としての課題	

1家族全員の情緒安定を維持する責任を担う	

5子どものため、仕事を辞めた	

41自我の喪失	

14自己価値の迷いによる不安	

36自分は社会との繋がりが切れることを心配する	

21以前の友達と離れて自分を孤立させてしまった	

38ストレスを発散する場がない	

母親の育児心理過程	

39診断前異常を気づいた辛い気持ち	

7誤った認知による僥倖心理	

4診断結果が告知された逃避・混乱	

3現実を受容し、積極的に対応する	

22夫と育児観が合わない	

10専門知識の不足による恐慌	

12子どものトレーリングが詰まったことによる焦慮	

34子どもが園内生活に適応できないことによる不安	

37子どもが普校か、特校かに通わせることに迷った	

30思春期に頻繁に起こる問題行動にストレスを感じた	

40卒業後・施設に離れた後行き場の問題	

31老後・没後子どもの未来を心配する	


